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2007年12月19日

各加盟組織　委員長　　殿

　　同　　青年担当者　殿

日本医療労働組合連合会　　　　

中央執行委員長　田中千恵子

「青年の要求と意識実態調査」の

取り組みについて

連日のご奮闘に敬意を表します。

日本医労連青年協議会では、今年度方針の柱として、青年との対話を重視した「青年の要求と意識実態調査」の取り組みを行うことを決定しました。職場で多数を占める青年職員が労働組合に接近し、活動参加していかなければ、増員が出来ても働きやすい、働き続けられる職場づくりにはつながりません。また青年部や労働組合本体も世代交代が求められる中、オルグ活動の力量強化も求められています。

青年部強化や青年層育成のために、労働組合全体でのバックアップや取り組みをお願いいたします。

記

名　称：　青年の要求と意識実態調査
目　的：　①青年組合員・職員との対話行動を通して、青年の要求、労働組合への意見・要望など意識動向を明らかにする。

　　　　　②青年とのつながりづくりを通じて、組合への行動・企画への参加を促す。

　　　　　③対話活動、要求の聞きだし活動を通して、青年役員のレベルアップを図る。

　　　　　④調査結果を元に議論を深めた上で報告書をまとめ、青年分野における組合活動のあり方、経営へ向けた要求等の政策・指針を作成する。

調査時期：　２００８年１月　～　０８年２月末

調査対象：　３５歳以下の青年

調査方法：　原則として直接対話活動

　　　　　　後日、集計用のエクセル表を送付します（HPからのダウンロードも可能にします）

集計目標：　３，０００枚（１人あたり10名と対話、300人の行動参加）

取り組みのスケジュール

　　　07年12月下旬
実施要綱・調査用紙の配布

　　　08年1月～2月末　
対話による聞き取り調査活動

データが集まりしだい、集計作業

　　　　　２月末　　
日本医労連への調査データの送付（メール）締切

３~４月　

青年委員会での議論・分析作業

５月中　　　
調査報告書を発表

７月　

日本医労連定期大会への報告

　　　　　10月　
青年代表者会議。職場の改善に向けた取り組みの実践報告を含めた最終報告書を発表

そのほか、医療研究集会等各会議等での活用を検討します。

調査・対話活動の方法：

①青年部会議で、取り組みを議論し、集約目標のほか、対話方法や用紙回収の手順についても、きちんと確認します。青年部役員全員で取り組むのはもちろんのこと、労組の執行委員会とも協議し、取り組みを意思統一してもらい、一緒になって取り組みましょう。

②青年部がないところや活動休止中のところは、この取り組みを行うために会議を設定するなどして、青年のつながりづくりや活動再開につなげましょう。また、執行部で活動する若い役員のほか、青年部役員の同じ職場の青年、身近に接する青年に協力してもらいましょう。

③原則、対話を通して、回答を得るようにします。調査の相手には、「統計的に分析をして、青年の労組に対する意識や要求づくりに生かす」という調査の目的を伝え、調査用紙の内容に沿って、対話をしながら、用紙に記入していきます。記入するのは、こちら側でも相手側でも構いません。要は対話や回答がスムーズに行えるように、回答用紙を前に一緒に選択肢を見ながら、ざっくばらんに話を進めるなどの工夫で、相手の気持ちを和ませながら取り組みましょう。時には相手の答えに相槌を打ったり、「自分だったら、○○○だな」などと、一方的に聞き出すというような雰囲気を作らないことも大切です。

④調査とは別に、クリスマスパーティや新年会、スキーなどの企画を準備することが大切です。企画のチラシ等を作成して、一緒に誘いかけを行うようにしましょう。

⑤自分たちの職場の青年を調査対象にするだけでなく、「退勤時間調査」のように日勤の終業時間帯に、職員の通用口や更衣室前などで待機して、病院・施設全体の青年を対象にして、対話を行い、新しいつながりをつくるようにします。寒い季節に入っていますから、労組事務所に誘ったり、落ち着ける場所を用意しましょう。お茶やお菓子等を準備しておくと対話も弾みます。

⑥回収した調査用紙は、後日配布するエクセル表で集約します。また個別具体的な要求は、項目毎に整理し、今後の要求づくりに生かしたり、労組への要望なども、組合執行部へ伝え、改善への具体化を図っていきましょう。

問い合わせ・調査データ送付先

　日本医労連青年協議会（担当：松尾）

　　〒110－0014　東京都台東区北上野１－８－３

　　　　　　　　　三木ビル５F

　　　　　　　　IP-phone 050-5507-9845  FAX 03-5806-2322

                E-mail: seinen@irouren.or.jp
以上

